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名古屋市オープンスペースの整備・運営
に関する基準〔都心部編〕の運用と解説



まえがき

従来、公開空地等（都市開発により整備される、日常一般に開放された空地）は都市

の公共空間を補完するため、「歩行者が日常自由に通行又は利用ができるように空けて

おく」という考えのもとに整備され、その使い方については営利活動等の占用行為が制

限されてきました。

一方で、昨今、まちの魅力・活力向上のため、誰もが居心地が良く歩いて楽しいと感

じられるウォーカブルなまちづくりの重要性が謳われ、その実現に向けた効果的なツー

ルとして、公開空地等が注目されています。

こうした状況を踏まえ、今後の公開空地等は「空いている空間」から

憩い・賑わいが生み出される「居心地の良い空間」へ、位置付けや役割を見直すととも

に、多様な使い方を受け入れる高質な空間づくりの実現を促していくため、

「名古屋市オープンスペースの整備・運営に関する基準〔都心部編〕」（以下「本基

準」という。）を策定しました。

公開空地等の名称を「オープンスペース」（通称「 まちスペース」）に変更し、

本基準の運用と解説として、「 まちスペースづくりのガイドライン」を策定し、

オープンスペースの望ましいあり方やその実現に向けたステップを提示しています。

この「 まちなかオープンスペース制度」により、

都心部の開発に携わる事業者の皆様と行政が連携し、多様な使い方を想定した居心地の

良い「高質なオープンスペースづくり」を促進し、オープンスペース周辺やまちの魅

力・活力の向上を図ります。
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ページ構成について

まちスペースづくりのガイドラインの基本構成は以下のとおりです。
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名古屋市オープンスペースの整備・運営に関する基準〔都心部編〕（抜粋）

本基準の運用と解説

イメージ図、参考事例等

コラム：○○○○

オープンスペースの整備・運営にあたり参考となる知見



まちスペースづくりのガイドライン

都市には、道路や公園、そしてオープンスペースなど

歩行者が自然に「まち」として捉え、誰もが自由に利用できる様々な空間があります。

そうした空間を、質が高く、多様な使い方を想定した居心地の良い空間とすることで、

憩いや賑わいを生み出し、まちの魅力を高め、多様な人々を惹きつけることができます。

人々が集い、回遊が生じれば、まちの活力向上にもつながります。
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まちスペースづくりのガイドライン

第
一
章

総
則

第１．目的 ・

名古屋市オープンスペースの整備・運営に関する基準〔都心部編〕（以下「本基準」とい
う。）は、都心部等において高質なオープンスペースの整備・運営を誘導することにより、良
好な都市の環境や憩い、賑わいを創出し、もってまちの魅力や活力の向上を図ることを目的と
する。

● オープンスペースは、都市空間において官
民の中間領域に位置付けられ、都市に不足
する公共空間を補完するとともに、まちの
歩行環境や滞在性を向上させ、多様な使い
方により、憩いや賑わいを生み出すポテン
シャルのある空間です。

● 開発に携わる事業者の皆様と行政が連携し
て、多様な人々の多様な使い方を想定した
居心地の良い「高質なオープンスペースづ
くり」を促進し、まちの魅力・活力の向上
を図ります。

第２．定義

（１）オープンスペース
「第３．対象制度」の各号に掲げる制度により、本基準を適用する建築物の敷地内に整備

される空間のうち、市街地の環境の整備改善に資する日常一般に開放された空間をいう。

（２）整備
オープンスペースを企画、設計及び施工することをいう。

（３）運営
整備後のオープンスペースを活用及び維持管理することをいう。

（４）活用
オープンスペースの効用を高めるため又は利用者の利便を増進するために、効果的に
オープンスペースを使用することをいう。

（５）維持管理
オープンスペースを安全かつ良好な状態に保つことをいう。

（６）公共空間
日常一般に開放され、通行や滞在の用に供される空間のうち、公共空地や交通施設等と
して、法や条例等に位置付けられたものをいう。（道路、公園、地下街、鉄道駅、バス
ターミナル等）

（７）公共的空間
日常一般に開放され、通行や滞在の用に供される空間のうち、公共空間以外のもので、
行政機関の許可又は行政機関との協定等により、その空間の公共性や開放性が担保され
たものをいう。（オープンスペース等）
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まちスペースづくりのガイドライン
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一
章
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第３．対象制度

（１）都市計画法第8条第1項第3号の高度利用地区

（２）都市計画法第8条第1項第4号の特定街区

（３）建築基準法第59条の2第1項の規定に基づく総合設計制度

（４）⾧期優良住宅の普及の促進に関する法律第18条第1項の規定に基づく総合設計制度

（５）マンションの建替え等の円滑化に関する法律第105条第1項の規定に基づく総合設計制度

（６）その他、本基準を適用することが適当と市⾧が認めた制度

● 上記の制度で整備される公開空地等と呼ば
れる公共的空間のうち、本基準を適用する
ものを「オープンスペース」とします。

● （１）～（５）の制度の他、名古屋都市計画高
度地区第２（４）の規定に基づく許可など、
適当と認めた制度については、本基準を適
用します。

3

整
備
段
階

運
営
段
階

行政 事業者 地域

《 オープンスペースづくりのステップと想定する関係者の例 》

課題・ニーズ協
議

まちの最適解となるよう
運営を想定して整備

課題・ニーズ

制度所管課

関係部局

協
議

制度所管課

関係部局

建築主・設計者 地域
（まちづくり団体等）

地域
（まちづくり団体等）

利用者

活用者

運営責任者

管理者

企画・設計・施工

活用・維持管理
まちの最適解となり続けるよう
活用の最適化や空間の高質化に
取り組みながら運営



まちスペースづくりのガイドライン
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第４．対象区域 第
一
章

総
則
・

本基準の対象区域は、名古屋市都市計画マスタープラン２０３０における「都心部」内の商
業地域（都市計画法第８条第１項第１号の用途地域）とする。

その他、名古屋市都市計画マスタープラン２０３０における「拠点市街地」内の商業地域な
ど、本基準を適用することが望ましいと市⾧が認めた場合についても対象とすることができる。

● 『都心部』は高度な都市機能が集積し、多
様性や訪れたくなるワクワク感のあるまち
づくりにより、名古屋らしい都市魅力の向
上が求められています。

● 「居心地が良く歩きたくなるまち」の実現
に向け、まずは都心部の商業地域において
本基準を運用し、高質なオープンスペース
づくりを図ります。

● なお、都心部の商業地域以外においても、
周辺状況、開発の内容や規模等を踏まえ、
協議により本基準を適用することが望まし
いと認めた場合については、対象とするこ
とができます。

44

「名古屋市都市計画マスタープラン２０３０」より抜粋

：都心部

：都心ゾーン
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まちスペースづくりのガイドライン

第
一
章

総
則

第
一
章
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則
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“グランドレベル”とは

グランドレベルとは、道路、公園、沿道建築物の低層部、オープンスペースなど、まちなかに
おいて歩行者の目線に入る範囲を指します。

グランドレベルを構成する空間は、道路や公園といった誰もが広く使える公共空間と、個人や
企業の敷地や建築物に区別されますが、歩行者の立場でみれば、官民の空間は一体的に認識され
ます。

“グランドレベル”でまちの居心地が決まる

グランドレベルは、そこを歩き、滞在する人々が感じるまちの雰囲気や魅力に直結し、まちの
居心地を決定づけます。

まちの居心地の良さを向上させるためには、歩行者の立場で、官民の空間を一体的に捉えたグ
ランドレベルデザインによる魅力的な都市空間を演出することが重要となります。

コラム：グランドレベルデザインの重要性

公園 道路 オープンスペース 沿道建築物

出典： 居心地が良く歩きたくなるグランドレベルデザイン（国土交通省）を基に加筆



まちスペースづくりのガイドライン
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第５．基本方針 第
一
章

総
則

（１）オープンスペースは、整備の目的や公共性に鑑み、公開性を確保しなければならない。
また、良好な都市の環境や憩い、賑わいの創出を図るため、都市における様々な課題に
対応し、利用者の多様なニーズに応えられるよう、多様性を確保することが望ましい。

オープンスペースが確保すべき性能を「公開性」、オープンスペースの機能や質を高める望ましい
性能を「多様性」とします。

● オープンスペースは、主に民間の建築敷地
でありながら都市の中の“ 日常一般に開放さ
れた空間 ”であり、まちを行き交う人々の通
り道（移動空間）や居場所（滞在空間）と
なる場所です。

● 本基準においてオープンスペースに求める
「公開性」は、 “ 見つけやすさ・訪れやす
さ ”であり、そのポイントは３つ挙げられま
す。

① 物理的な公開性
外部とオープンスペースが一体的に
つながっている

② 視覚的な公開性
外部からオープンスペースを自然に
認識できる

③ 時間的な公開性
いつも自由に利用できる

● オープンスペースは、周辺状況等に応じた
つくり方や使い方により、人や都市のため
にもなり得る空間で、そのあり方は実に多
様です。

● 本基準においてオープンスペースに求める
「多様性」は、“ 多様な人々の多様な使い方
を受け入れる環境整備と機能充実 ”であり、
そのポイントは３つ挙げられます。

① 使う人の多様性
来訪者の目的や属性を問わず様々な人々が
使うことができる

② 使い方の多様性
休息や交流、散策や通勤・通学など日常･
非日常を問わず様々な活動に対応できる

③ 機能の多様性
人々の活動の支援、自然環境の創出や魅力
的な都市空間の形成など様々な機能を備え
ている

高質なオープンスペース

● オープンスペースの機能や質を高めること、すなわち“オープンスペースの高質化”に必要な
「多様性」を確保するためには、利用者のニーズを満たす「機能の充実」や「空間の快適性や
魅力向上」、「都市の環境の向上」などの視点が重要です。

● しかし、すべてのオープンスペースに、すべての公開性や多様性を求めることは現実的ではな
く、個々のオープンスペースが、その立地にふさわしい性能を発揮することで、まち全体の環
境や魅力・活力の向上につなげることが重要です。

● そのためには、オープンスペースごとに、周辺状況を踏まえ、使う人・使い方を想定し、地域
のニーズや課題に応える空間づくりの「コンセプト」が必要となります。

6

公開性 多様性



まちスペースづくりのガイドライン
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～オープンスペースの意義、効果～

第
一
章

総
則

公開性と多様性を備えたオープンスペースは、都市の環境の改善に寄与するとともに、多様な人々
が集い、行き交うことで憩いや賑わいが生み出され、居心地が良く歩きたくなる「ウォーカブルなま
ち」の実現に寄与し、まちの魅力や活力の向上につながります。

多様な使い方ができる居心地の良いオープンスペースがまちなかに増加すれば、歩道や公共交通機
関などの交通インフラや、公園や文化施設、商業施設などの目的地と一体となった回遊が生じ、その
効果が面的に波及していくことが期待できます。

● 都市の環境の視点では、新たな歩行空間や
通り道を提供するオープンスペースは、歩
行環境を向上させます。また、オープンス
ペースの緑化は、自然環境の創出により都
市や人にうるおいや安らぎをもたらし、
ヒートアイランド対策や雨水流出抑制にも
寄与し、都市の魅力、快適性や防災性が向
上します。

● 都市活力の視点では、オープンスペースの
活用により、憩いや賑わいを生み出すこと
ができます。また、その収益を維持管理や
環境整備費に充当することで、高質なオー
プンスペースの持続的な運営が可能となり
ます。オープンスペースが賑わうことで、
人通りが増加し、周辺施設の来訪者数の増
加にもつながります。

7

都市空間における活動は、
①必要に迫られて行う「必要活動」
（通勤通学、日常品の購入など）
②余暇的な性格の「任意活動」
（休息、散策など）
③コミュニケーションを含む「社会活動」
（飲食による団欒、パフォーマンスの観覧など）

の３分類があるとされていますが、そのうちの任意活動や社会活動は都市空間の質に左右される
と言われており、都市空間の高質化が活動の発生を促すと解釈されています。

公開性及び多様性を備えた高質なオープンスペースが、②の任意活動や③の社会活動の場とし
て使われることを期待します。

出典： 『人間の街』（ヤン・ゲール著、北原理雄訳、鹿島出版会）を基に加筆

コラム：都市空間の“高質化”と人の活動量



まちスペースづくりのガイドライン
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第５．基本方針 第
一
章

総
則

（２）オープンスペースの整備に当たっては、周辺状況、地域における課題やニーズ、まちづ
くりの方針等を踏まえ、オープンスペースの整備目標、整備方針、整備後の運営方針等
について検討するものとする。

整備（企画・設計・施工）に際して

● 都心部において高質なオープンスペースを
整備していくための検討フローや整備基準
を以下に示します。

● 周辺状況、地域における課題やニーズ、ま
ちづくりの方針等とも照らし合わせながら、
将来の活用や維持管理も見据え、その敷地
の最適解となるオープンスペースを整備し
てください。

周辺状況や地域の課題・ニーズ、まちづくりの方針等の把握

オープンスペースに求められる役割は周辺状況等により異なるため、まず初めに計画敷地の状況や、
特徴、周辺地域の課題やニーズを客観的に把握してください。

１ー１ 周辺状況の把握

▶ 計画敷地周辺の建築物や公共施設、地域資
源などの立地状況（当該オープンスペース
の整備を伴う自己開発や将来的な周辺の公
共施設整備、開発予定を含む）を把握する。

（ 周辺状況のチェック項目の例 ）

① 敷地形状・接道状況
（道路幅員、歩道の整備状況、

交差点や主要な通りとの位置関係等）

② 公共交通機関や公共空間との関係性
（鉄道駅やバス停、地下街等と敷地の距離、

位置関係等）

③ 敷地周辺建築物の用途
（オフィス、商業施設、飲食店、宿泊施設、

公共施設、文化交流施設、教育施設等）

▶ その場所をとりまく人の属性や来訪の目的、
人の流れを把握する。（平日･休日、時間帯
ごとの変化にも留意）

④ 地域資源
（ランドマークやシンボル的な建造物、

自然環境、地域の祭事等）

⑤ 人の流れ ・量・属性
（オフィスワーカー、学生、買い物客、

観光客等とその経路・通行量など）

8
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まちスペースづくりのガイドライン
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１－２ 地域の課題・ニーズの把握

第
一
章

総
則

▶ 地域住民や利用者の目線に立ち、地域の課題・ニーズを把握する。

（地域の課題・ニーズの例 ）

・歩道が狭い
・緑が少ない
・飲食店が少ない
・地域の交流の場が少ない

・近道が欲しい
・木陰が欲しい
・人通りを増やしたい
・休憩場所が欲しい

１－３ まちづくりの方針等の把握

▶ 計画敷地におけるまちづくりの方針等を把握する。

（まちづくりの方針等の例 ）

・名古屋市都市計画マスタープラン２０３０
・なごや集約連携型まちづくりプラン
・名古屋市景観計画

・都心部まちづくりビジョン
・名古屋駅周辺交通基盤整備方針
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①
交差点に面した立地
歩道のある主要道路と歩道のない道路に接道

主要道路（歩道有）

歩
道
な
し

敷地

周辺状況チェックと地域の課題・ニーズ把握のイメージ

②
地下鉄駅から徒歩5分、前面道路にバス停あり

敷地

名古屋駅 伏見駅

地下鉄駅まで
徒歩5分

前面道路に
市バスのバス停

③④⑤
オフィス街でテレビ塔が見える
通勤時間は駅と職場を往復するオフィスワーカー
が多く、日中はバス利用者の通行量も多い

敷地
オフィス オフィス

オフィス
オフィス

オフィス

通行者：オフィスワーカー等

歩道がなく歩きにくい
街灯がなく夜暗い

木陰に座ってゆったり
バスを待ちたい

周りに飲食店が少ない
安らげる場所が欲しい

緑が少ない
魅力的な景観がない
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コンセプトの検討・決定

Step1（周辺状況や地域の課題・ニーズ、まちづくりの方針等の把握）を踏まえ、使う人、使い方を
想定しながら、コンセプトを決定してください。

２－１ コンセプトの検討

▶ 周辺状況や地域の課題・ニーズ、まちづく
りの方針等の把握からどのような時（平日
休日、時間帯）にどのような人がどのよう
に使うかを想定する。

▶ 使う人、使い方の想定を踏まえ、P.18に示
すオープンスペースの種類・区分ごとに、
『オープンスペースのコンセプト』を検討
する。

『オープンスペースのコンセプト』
①オープンスペースの整備目標
（整備による効果等）

②オープンスペースの整備方針
（配置やしつらえ等）

③オープンスペースの運営方針
（使い方や高質化に向けた取り組み等）

（「移動」の例 ）

例１～歩道状の通路～
①歩行環境を向上
②不足する歩道に沿って歩道状の通路を整備
③平日や休日、昼夜を問わず、常時誰もが

通行可能
植栽や夜間景観に資する照明を配置し、
まちの魅力を向上

（「滞在」の例 ）

例１～憩いと賑わいを創出する広場～
①周辺を含めた憩い・賑わいの創出
②主要道路沿いからの視認性が良い位置に

イべント開催を想定した広場を整備
③平日は憩いの場として利用、休日はイベン

ト広場として活用
移動販売車に対応するため電源、舗装や
車両動線を確保、多様な活用ができるよう
可動什器を採用

例２～地下街から敷地を通り抜ける通路～
①歩行者の利便性を向上
②敷地内に地下街から通り抜ける通路を整備
③平日や休日を問わず、地下街の営業中は誰

もが通行可能
通路沿いに店舗を配置し賑わいを創出

例２～公共交通機関と連携した広場～
①来訪者の滞在性、バス利用者の利便性向上
②バス停のある道路沿いに広場を整備
③来訪者やバス利用者へ休憩場所を提供

（平日はオフィスワーカー、休日は買い物客
を想定）

ベンチを複数配置、緑陰空間の整備

２－２ コンセプトの決定

▶ 検討結果を踏まえ、市や関係者との協議・調整により、その敷地に適したオープンスペース
のコンセプトを決定する。
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Step２
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（ 季節ごとに憩い・賑わいを創出するイベントの例 ）

～Marunouchi Street Park～

憩い
憩いを創出するオープンスペース
を眺望でき緑陰空間にあるベンチ

利便性
バス停の待合機能を備えた
休憩場所

賑わい
賑わいを創出する多様な
ニーズに対応した移動販売車

賑わい
日常的な賑わいを創出するオープン
スペースに面した飲食店のテラス席

（ 想定する使い方の例 ）

提供：大丸有エリアマネジメント協会
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３－１ 公開性を確保するためのポイント

▶ まちを歩く人が自由に行き来できるように、
公共空間や公共的空間と一体化・連続化させ
る。誰もが安全に安心して利用できるように、
ユニバーサルデザインや防犯性に配慮した設
計とする。

▶ 想定した人の流れを踏まえ、見つけやすく
訪れやすい位置にオープンスペースを配置し、
行き来できる動線は複数設けるなど、オープ
ンスペース内外の回遊を促すような空間構成
とする。また、その空間ごとの使われ方によ
り必要となる適切なボリュームを確保する。

▶ 原則として終日開放し、まちを歩く人がい
つでも自由に利用できるように設計する。

３－２ 多様性を確保するためのポイント

▶ 利用者の快適性、利便性などに配慮した居
心地の良い魅力的な空間を設計する。

（例）日常を想定した「憩い」空間の要素

・快適な温熱環境（緑陰や空調設備など）
・居心地の良いベンチ（エッジ沿いなど）
・良い眺め（緑視率や眺望の確保）
・騒音への配慮、自然光の導入 等

▶ 日常的な活動、非日常的な活動の双方を考
慮することで、可能な限り多様な人々の多
様な使い方に対応できる空間を設計する。

（例）日常に加えて非日常も想定した
「憩い」＋「賑わい」空間の要素

・オープンスペースに面して賑わい店舗
・賑わい店舗（飲食店）のテラス席
・移動販売車の配置（電源、舗装等の整備）
・イベント開催（可変性のある機能の充実）

12

コラム：空間の縁＝“エッジ”を活かしたオープンスペース
待合せのため、壁際などに立ち止まっている人をまちなかで目にすることは多いのではないで

しょうか。人は居場所を探すとき、空間の縁（エッジ）に沿った場所を好むと言われています。
それは、エッジに身を置くと、歩行者の流れを妨げることなく、目立たず静かにその場に滞在す
ることができるためとされています。しかし、中庭など完全に囲まれた空間とすることで、壁に
よるエッジは増えますが、物理的・視覚的な公開性を確保すること
が難しくなります。

壁をエッジとするだけではなく、植栽、ベンチ、水景施設などを
エッジとして計画的に配置することで、公開性を確保しつつ居心地
の良い滞在空間を創出することが可能となり、オープンスペースの
高質化につながります。

出典： 広場づくりのコツ、あります。（国土交通省）を基に加筆

植栽を背に歩行者を眺められるベンチ
(グリーンけやき広場)

Step３
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第５．基本方針 第
一
章

総
則

（３）オープンスペースの運営に当たっては、整備目標、整備方針が達成されるよう、適切な
運営を行うとともに、オープンスペースの運営状況、社会情勢や周辺状況及び地域にお
ける課題やニーズ等の変化を踏まえ、運営の最適化に継続して取り組むよう努めるもの
とする。

運営（活用・維持管理）に際して

● オープンスペースの竣工は完成ではなく、
スタートです。運営者は、オープンスペー
スの整備効果を発揮していくため、適切な
運営を行っていくことが求められます。

● 継続的に高質なオープンスペースとして運
営していくための考え方を以下に示します。

オープンスペースのスパイラルアップ

まちの最適解となるよう、コンセプトを検討・決定して整備したオープンスペースでも、運営上の
課題が生じることや、経年により新たな地域の課題やニーズが発生することも想定されます。

オープンスペースの供用後は、利用者にとって居心地の良い空間を維持するための適切な管理に留
まらず、変化する地域の課題やニーズに適確に応えていけるよう、運営の最適化やさらなる高質化に
より、オープンスペースのスパイラルアップに継続的に取り組んでください。

スパイラルアップのポイント

▶ オープンスペースの運営状況、社会情勢や周辺状況、地域の課題・ニーズの変化等を把握する。

▶ 利用者にとって最適な活用方法や空間整備（設備機器や舗装等の更新など）について定期的に検
討を行い、オープンスペースの高質化を図る。
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（スパイラルアップのイメージ）

Step４

高

低

竣工 ▶ 運営 ▶
高質化

活用の最適化
空間の高質化

▶ 運営 ▶
高質化

活用の最適化
空間の高質化

▶ 運営

空間の質

時間
周辺状況の変化

空間の老朽化

社会情勢の変化

地域課題の変化

利用者ニーズの変化



事業者 都市計画課・建築指導課

オープン
スペース
の検討

（企画・設計）

周辺状況や地域の課題・
ニーズの把握等

事前協議

都市計画決定
許可 都市計画決定、許可

施工

運営

以降、運営計画に基づく運営 ※整備計画の変更は別途協議

まちスペースづくりのガイドライン

第
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第６．その他 第
一
章

総
則

本基準の運用に必要な事項の詳細は別に定める。

オープンスペースの整備・運営の進め方
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事業者 都市計画課・建築指導課

オープン
スペース
の検討

（企画・設計）

事前協議

都市計画決定
許可

施工

運営

整備・運営の基準の規定

望ましいあり方の共有

〇 整備計画

コンセプトの検討・決定
▼

設計

① 運営方針

 運営主体
 活用場所と活用形態
 開放時間等

≫

提出 収受

② 運営計画（当初）

 運営主体
 維持管理・修繕・更新の体制等
 活用場所と活用形態
 開放時間等

１回/年

整備・運営の基準の規定

望ましいあり方の共有運営計画に基づき
運営者が適切に運営

提出 収受

報告 収受

事前相談

関係部局相談

事前協議

関係規定の基準や
必要手続き等の確認

（ウォーカブル・景観推進室、
緑地維持課など）

計画内容
の確認

承 認・届出確認

承 認・届出確認

基準への
適合の確認

▼
関係部局協議

④ 運営計画（更新又は変更）

③ 運営報告

≫

ガイドライン

ガイドライン
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運営主体（想定）株式会社 ○○○○ ○○ ○○

● 活用場所（図面）と活用形態（想定）
《 イベントスペースの活用想定 》
・コンサート ・キッチンカー ・マルシェ 等
《 店舗前の活用想定 》
・飲食店によるテラス席設置

● 開放時間の方針
下記を除き終日開放
・内部空間はビルの管理上最大で22:00～7:00の間、閉鎖
・外部通り抜け通路の地下鉄直結部分は地下鉄運行時間外のみ閉鎖

運営主体 運営責任者：株式会社 ○○○○ ○○ ○○

■ 工作物や植栽、その他の設置物等の維持管理・修繕・更新の体制
・平日毎朝簡易清掃を実施し、什器の清掃を１回／週＋雨天後に実施
・設備及び什器の定期点検を２回／年実施
・植栽の剪定を４回／年実施

■ 活用場所（図面）と活用形態
《イベントスペースの活用想定》
・コンサート ・キッチンカー ・マルシェ
・物産展 ・フリーマーケット 等
《 店舗前の活用想定 》
・6:00～16:00の間、カフェによるテラス席設置
・18:00～22:00の間、居酒屋によるテラス席設置

■ 整備基準の適用状況と運営基準の確認

■ 開放時間の設定（原則開放）
下記を除き終日開放
・内部空間はビルの管理上22:30～6:00の間、閉鎖
・外部通り抜け通路の地下鉄直結部分は地下鉄運行時間外（0:30～5:30）のみ閉鎖

◆ 修繕、更新の内容
・巡回管理と合わせて平日毎朝簡易清掃を実施し、什器の清掃を１回／週＋降雨・降雪後に実施
・設備及び什器等の定期点検を２回／年実施し、壊れた舗装の修繕・椅子の交換
・植栽の剪定を４回／年（春・夏・秋・冬）実施

◆ イベント等活用の内容、期間
・平日昼 キッチンカーの出店
・5月27日～28日 コンサートの開催
・7月 1日～15日 マルシェの開催
・○月○日～ ･･･

◆ 年間を通しての課題と対応、修繕・更新の予定
・○○イベントの開催が好評のため、回数を増加予定
・次回○○の際に、来場客へのアンケートを実施予定
・一部植栽が枯れやすいため、樹種の再選定を行う
・夜間の警備体制を見直し、防犯カメラを導入予定

① 運営方針

②④ 運営計画

③ 運営報告

ENT
カフェ居酒屋

6:00
-16:00

18:00
-22:00

主な記載項目と記載例 ※詳細は本基準の様式、参考様式及び記入例を参照

飲食店
ENT

飲食店

テラス席
（○㎡）

イベントスペース
（○㎡）

可動ステージ
（通常屋内の

倉庫に収納）

移動販売車

イベントスペース
（○㎡）

移動販売車

可動ステージ
（通常屋内の

倉庫に収納）

テラス席
（○㎡）

飲食店
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既設の公開空地等への適用について

本基準の運用開始以前に整備された公開空地等についても、本基準の整備基準と実際の整備状況を
確認のうえ所定の手続きを経ることで、本基準による運営が可能となります。
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事業者 都市計画課・建築指導課

整備状況
の確認

・
オープン
スペース
の検討

周辺状況や地域の課題・
ニーズの把握等

事前協議

変更承認等
整備計画・運営計画の承認等

所要の改修等

運営

以降、運営計画に基づく運営 ※整備計画の変更は別途協議

〇 整備計画

既設公開空地等の整備状況
▼

コンセプトの決定、改修計画等

≫
② 運営計画（当初）

 運営主体
 維持管理・修繕・更新の体制等
 活用場所と活用形態
 開放時間等

④ 運営計画（更新又は変更）

③ 運営報告

運営計画に基づき
運営者が適切に運営

整備・運営の基準の規定

望ましいあり方の共有

提出 収受

整備・運営の基準の規定

望ましいあり方の共有

事前相談

関係部局相談

事前協議

計画内容
の確認

基準への
適合の確認

▼
関係部局協議

関係規定の基準や
必要手続き等の確認

（ウォーカブル・景観推進室、
緑地維持課など）

１回/年
報告 収受

承 認・届出確認

ガイドライン

ガイドライン


